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「高梨っ子祭」(9/19)ありがとうございました

爽やかな秋晴れのもと、無事に高梨っ子祭を行うことができました。どの発表でも子どもたちが一生懸命

に表現する姿が見られ、本当によかったと思いました。子どもたちに改めて拍手を送りたいと思います。

保護者・ご家族の皆様には、入場者数へのご配慮や入れ替え制へのご理解をお願いいたしました。不自由

な対応であるにもかかわらず、整然とご鑑賞いただけましたし、温かい拍手もいただくことができました。

感謝申し上げます。

１年：劇「おおきな かぶ」 ２年：「たいよう スイミー」 ３年：ひだまりバラエティー「３年生って･･･！」

４年：「GO TO トラベル in 秋田」 ５年：「リズム＆ダンス～2020ジャンプバージョン～」 ６年：劇「ナマケロ ナマケロ」

高梨っ子和太鼓部：「南風」

放送係・会場係

会場の様子

舞 台 係

誘導係・繰り出し係

たかなし

当日の係（６年生）

◆放 送：熊谷杏奈、須田清彦、髙見紗也、茂木のどか、森元颯一郎
◆繰り出し：高橋唯香、茂木陽音、藤原美奈

◆舞 台：加藤心花、小松汐音、鈴木結愛、須田結佳子、千葉栞乃
◆幕 操 作：竹村紗帆、高橋愛姫
◆会 場：後藤甚衛、小松祐陽、髙橋心美、高橋琉姫、高橋月絆、

田村兼将
◆めくりプログラム：大西和真、新田大和
◆誘 導：石川陽向、越後谷明知、越後谷夢月、樫尾祐斗、齋藤佑磨、

佐藤廉、澁谷翔煌、土井大斗

６年生にとって小学校生活最後の「高梨っ子祭」を立派に支えてくれました。

「６年生の皆さん、お疲れさま。ありがとう。」



６年生「おわりのあいさつ」

会場のみなさん。今日は、高梨っ子祭に来てくださり、ありがとうございました。

今年は、新型コロナウイルスの影響で、いつもとは違うかたちで行いました。
「６色のスマイル 心を一つに熱い舞台 輝け高梨っ子」 このテーマを掲げて、限られた

時間と環境の中で、精一杯練習してきました。見に来てくれるお客さんや家族を楽しませたい

というぼくたちの思いは、今まで以上に強くなりました。わたしたちの思いは、会場のみなさ

んに伝わったでしょうか。

ぼくたち、わくわく学年は、これからも高梨小学校のリーダーとしてがんばっていきます。

どうか、これからも応援をよろしくお願いします。今日は本当にありがとうございました。

さようなら。

ご あ い さ つ ※当日、別紙面でお届けしましたが、お配りできなかった方々もいらっしゃいました。再掲いたします。

本日は、令和２年度「高梨っ子祭」にようこそお出でくださいました。心よりお礼申し上げます。

高梨小学校の子どもたちは本当に可愛い子どもたちです。素直で、心が開かれていて、礼儀正しい子どもたちです。多くの人に愛される子どもたちで

す。そんな高梨っ子たちの晴れやかな笑顔や真剣なまなざしを、いろいろな機会に、多くの皆様にご覧いただきたいと思っておりました。新型コロナウイルス

の影響で学校の諸行事を中止、縮小せざるを得ない中で、本日このように「高梨っ子祭」を開催できましたことは大変大きな喜びです。

子どもたちは今日まで、自分たちの目標に向け、お客様に元気をお届けするため、一生懸命練習に励んできました。発声時の飛沫に注意を払ったり、

友達との接触をできるだけ避けたりといつもの年と違う練習に戸惑いながらも真剣に表現学習に取り組んできました。

皆様には、入場者数へのご配慮をお願いしたり、演目ごとに入れ替わっていただいたり、不自由をおかけし誠に申し訳なく存じます。何卒ご理解、ご容赦

の上、子どもたちのがんばりには惜しみない拍手をいただければ幸いに存じます。

さて、この機会をお借りし、本校の教育について少し述べさせていただきます。例年であれば４月のＰＴＡ総会の折にお伝えしたいことでしたが、今年度は

その機会がないまま過ごして参りました。遅ればせながらではありますが、お伝えいたします。

高梨小学校では、一人一人の子どもに愛情をもって接し、子どもそれぞれの自立に向かう力を大事に育みたいと考えております。

「教育」とは、「教え」「育てる」と書きます。「教え」の語源は「惜しへ」であり、「惜しむ」気持ちが込められています。「惜しむ」気持ちは「いと惜しむ」

＝「いとおしむ」＝「愛おしむ」 ということから分かるとおり、「愛情をもって接すること」であります。 「育てる」のもともとは、「巣立てる」であり、

これは「巣立たせる」すなわち「自立に向かわせる」ことを意味します。このように、「教育」とは「愛情をもって接し自立に向かわせる営み」であると存じ

ております。

その上で、子どもにも、職員にも「今年は、①笑顔を大事にする ②まっすぐ前を向く を１年間とおして心がけましょう。」と呼びかけております。

「笑顔を大事にする」ことのよさ ･･･ 笑顔には大きな力があります。笑顔は、自分も、相手も、周囲も温かくしてくれます。

「まっすぐ前を向く」ことのよさ ･･･ まっすぐ前を向いているといろいろなことに気がつきます。まっすぐ前を向いていると気持ちも下を向かず前を向け

ます。 まっすぐ前を向くことで、前に進むことができます。

愛情をたっぷり注ぎ、ポジティブに着実に自立に向けた育みを進める･･･。そのことを心に刻んで、職員も子どもたちと共に歩んでいきたいと考えております。

結びになりましたが、この後も高梨小学校の教育活動にご理解とご協力をいただけますことをお願い申し上げ、挨拶といたします。

令和２年９月１９日

大仙市立高梨小学校
校長 照井 政裕


